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「おかしいな」と
思ったらまず相談
～悪徳商法の被害が増えています～

お問い合わせは、消費者センター　( 3880) 5385

「
ち
ょ
っ
と
変
だ
け
ど
」と
思
い
な
が
ら
、
つ
い
そ
の
時
の
気
分
で
「
買
い
ま

す
」
と
い
っ
て
し
ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
七
ん
か
?

価
格
破
壊
や
不
景
気
を

う
ま
く
利
用
し
た
懸
徳
商
法
に
r
だ
ま
さ
れ
た
」
と
、
相
談
に
来
る
人
が
疊
近

増
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
対
応
す
る
の
が
消
費
者
セ
ン

タ
ー
で
す
。
個
人
の
力
乙
は
解
決
し
に
く
い
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ
め
、
各
種
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談
が
増
え
て
い
ま
す

―

若
者
の
被
害
が
半
数
を
占
め
る
―

平
成
5
年
度
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、1
千
8
7
1件

で

、前
年
度
よ
り
3
4
2件増
え
て
い
ま
す
。

近
年
の
不
況
や
、
リ
ス
ト
ラ
を
反
映
し

て
、
消
費
者
の
「
得
を
し
た
い
」
と
い

う
心
理
を
利
用
す
る
、
資
格
取
得
や
サ

イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を
売
り
物
に
す
る

商
法
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

悪
徳
商
人
が
あ
な
た
の
そ
ば
に

―
代
表
的
事
例
を
紹
介
し
ま
す
―

マ
ル
チ
(
ま
が
い
)
商
法

友
人
か
ら
肌
に
と
て
も
よ
い
化
粧
品

と
紹
介
さ
れ
購
入
し
て
み
た
A
子
さ

ん
。
友
人
の
説
明
に
よ
る
と
、
ホ
と
め

て
購
入
し
。ほ
か
の
人
に
販
売
す
る
と
、

お
金
も
う
け
に
な
る
と
の
こ
と
。A
子

さ
ん
は
、
友
人
の
紹
介
と
い
う
手
前
も

あ
り
、
そ
の
場
で
4
0数
万
円
の
セ
ッ
ト

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
購
入
。
友
人
数
人
に

販
売
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く

し
て
み
る
と
、
販
売
が
う
ま
く
い
か
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
説
明
を
受
け
た
よ

う
な
効
果
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

は
友
人
も
失
い
、
ロ
ー
ン
の
返
済
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。

催
眠
商
法

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
を
や
っ
て
い
る

と
、路
上
で
声
を
か
け
ら
れ
た
B
さ
ん
。

会
場
で
は
、元
気
に
手
を
上
げ
た
人
に
、

石
け
ん
、
タ
オ
ル
、
時
計
な
ど
を
無
料

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
自
分
も

手
を
上
げ
な
い
と
損
を
す
る
よ
う
な
気

分
に
な
り
、
積
極
的
に
手
釁
上
げ
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
1
0
0

万
円
以
上
す
る
羽
毛
布
団
を
5
0万
円

で
販
売
。「
欲
し
い
人
は
手
奈
上
げ
て
」

と
い
わ
れ
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
で
、
つ

い
手
を
上
げ
て
し
ま
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
冢
に
帰
り

冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
羽
毛
布
団
な

ど
必
要
は
な
い
し
、
品
質
も
あ
ま
り
良

く
な
い
よ
う
で
す
。
解
約
を
申
し
出
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
業
者
は

会
場
を
引
き
払
っ
た
後
で
し
た
。

トラブルに
巻き込まれ
ないために

悪
徳
商
法
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
は
、
①
「
は
い
」
と
「
い
い
え
」
を

は
っ
き
り
言
う
②
常
に
警
戒
心
を
忘
れ

な
い
③
う
ま
い
話
に
は
憂
が
あ
る
④
タ

ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
⑤
日
ご
ろ
か

ら
、
情
報
の
収
集
に
努
め
る
、
こ
の
5

点
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
消
費
者
セ

ン
タ
ー
で
は
、
悪
徳
商
法
に
関
す
る
各

種
資
料
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か
?

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
と
は
、
不

意
な
訪
問
販
売
な
ど
で
、「
つ
い
契
約
し

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
。

「
そ
の
商
品
の
ク
ー
リ
ン
グ
ーオ
フ
期

間
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
に
解
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
制
度
で
す
。

日
数
の
計
算
は
、
申
込
書
な
ど
法
定
書

面
で
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
に
つ
い
て
告

知
さ
れ
た
日
か
ら
数
え
ま
す
。

契
約
解
除
の
書
面
は
確
実
に
届
く
よ

う
に
、
書
留
ま
た
は
内
容
証
明
な
ど
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
3
千
円

未
満
の
現
金
で
支
払
い
し
た
商
品
や
お

店
に
直
接
買
い
に
行
っ
て
契
約
し
た
場

合
な
ど
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が

適
用
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

( 1)内容証明郵便での通知例

● 内容証明郵便の用紙は文

具店などで売っている市販
の用紙を使うと便利。

● 一行20字詰。文字訂正は

訂正文字の上に二本の線を
引き、押印し、上段余白に

○ 字訂正( 削除・加入) と

沓く( 印は認印でよい)。

●
宅
地
建
物
取
引
…
…
8
日

●
マ
ル
チ
商
法
…
…
…
1
4日

●
生
命
保
険
…
…
…
…
8
日

●
新
聞
…
…
…
…
…
…
8
日

●
訪
問
販
売
…
…
…
…
8
日

●
割
賦
販
売
…
…
…
…
8
日

●
現
物
ま
が
い
商
法
…
1
4日

( 2)ハガキ( 簡易書留)
での通知例
※
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

万一トラブル
に巻き込まれ
てしまったら

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
る
皆

さ
ん
の
多
く
が
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い

と
思
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
カ
ン

は
当
た
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
知
識
と
資
格
を
持
っ
た

消
費
生
活
相
談
昌
が
皆
さ
ん
の
ト
ラ
ブ

ル
に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
必
要
に
t
-
じ
て
業
者
へ
直

接
連
絡
す
る
な
ど
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

◎ 毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日 発行
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電話1 本で区の施設や行事をお知らせします

※ 施 設の地 図はFAX サ ービスも行 ってい ます

声の便利帳「ハローあだち」

3272- 8600
● 利用時間( 案内料は無料。通話料のみかかります)

パ
ロ
ー
あ
だ
ち
」
で
は
、
区
役
所

が
休
み
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
や

平
日
業
務
終
了
後
に
、
図
書
館
な
ど
区

の
施
設
の
利
用
案
内
や
休
日
診
療
所
、

区
の
行
事
の
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
N
T
T

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
電
話
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。「(
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

す

と
出
ま
す
の
で
、「
足
立
区
の
O
O
O

に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
す
が
」
と

お
聞
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
設
の
地

図
に
つ
い
て
は
F
A
X

サ
ー
ビ
ス
も
行

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

《
広
報
課
》

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所千住本庁舎・1階区民相談室
所 在 地　千 住1- 4- 18　 　3882- 1111(代)

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)

◎ 住宅修繕等をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を通じ施工業者をあっせんして
います。電話でお申し込みく ださい。

第
9
回

足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

題
材
=
区
内
の
公
共
施
設
・
名
所
・
旧

跡
・
文
化
遺
産
・
伝
藐
行
事
・
河
川
・

街
並
な
ど
　
規
格
=
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
4

ツ
切
り
、
ふ
お
ぞ
(

ワ
イ
ド
4
ツ

切
り
は
除
く
)
　
資
格
I
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方
　
申
込
ふ
4

用
紙
に
記
入
の
う

ぇ
、
直
接
哲
靨
卮
は
郵
送
　
※
応
募

用
紙
は
観
光
協
会
事
務
局
書
た
は
区
内

写
真
商
業
協
同
變
笳
盟
店
に
あ
り
ま

す
　
表
彰
=
区
長
賞
I
点
、特
選
2
点
、

羣
特
選
4
点
、入
選
1
0
点
、佳
作
1
5
点
　

募
集
期
間
=
1
2
月
1
日
～
7
年
1
月
3
1

日

※
入
賞
作
品
は
、
別
途
展
示
会
を

閧
催
し
ま
す
　
申
・
問
先
=
観
光
協
会

〒
圀
中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

教
育
研
究
所

一
般
貸
出
施
設
の
変
更

多
目
的
室
と
会
議
室
を
開
設

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
を
改
修
し
、
多

目
的
室
と
会
議
室
を
H
月
1
日
か
ら
開

設
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
伴
い
、従
来
の
第
丁

第
二
会

議
室
は
廃
止
し
ま
す
。　
問
先
=
教
育

研
究
所
・
。(
3
8
5
0
)
8
8
0
1教育研究所の多 目的室

5
周
年
あ
り
が
と
う

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

障
害
を
も
つ
方
が
準
備
し
た

手
づ
く
り
の
お
ま
つ
り
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。　
日
時
=
H
月
1
3日
(
日
)
、

午
前
1
0時
～
午
後
3
時
　
内
容
=

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
喫
茶
店
、

ゲ
ー
ム
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
イ

ベ
ン
ト
等
　
※
移
動
困
難
な
方

の
た
め
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
　
場
・
問
先
=
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

掲
示
板

□
友
好
都
市
鹿
沼
市
の
保
留
地
の
公

売
鹿
沼
市
の
土
地
区
画
整
理
に
よ
る

保
留
地
を
抽
選
で
販
売
し
ま
す

物
件
a
栃
木
県
鹿
沼
市
西
茂
呂
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
の
4
1
区
画
/
I

区
画
平
均
面
積
2
3
3
㎡
/
―
㎡
当
た
り

平
均
価
格
8
万
円
/
住
居
地
域
お
よ

び
第
一
種
住
居
専
用
地
域
/
宅
地
/

市
道
4
～
1
6
m
/
下
水
道
・
都
市
ガ

ス
整
備
　
条
件
=
取
得
後
5
年
以
内

に
住
居
等
を
建
築
/
人
(
―
法
人
)

1
区
画
の
み
/
契
約
後
6
0
日
以
内
に

全
額
支
払
い
　
申
込
=
1
1
月
<
N
日

～
1
2
月
2
日
、午
前
9
時
～
午
後
4

時
現
地
受
付
(

土
・
日
・
祝
日
を
除

く
)
　

書
類

―
▽
個
人
・・・
申
込
書

、

庄
民
税
納
税
証
明
書

住
民
粟

、
身

分
証
明
魯

▽
法
人
…
商
業
・
法
人

登
記
簿
謄
本
ま
た
は
資
格
証
明
魯
　

問
先
l

鹿
沼
市
西
茂
呂
土
地
区
画
整

理
事
務
組
合

酋
0
2
8
9
(
6
4
)
6
6
7
5

□
荒
川
放
水
路
通
水
7
0
周
年
記
念
フ

ォ
ー
ラ
ム

「
荒
川
を
語
る
/
7
0
年
の

軌
跡
」

日
時
I
H
月
2
6
日
(
土
)
、午
後
1
時
～

4
時
　

場
所
=

イ
イ
ノ
ホ

ー
ル

♀

代
田
区
内
幸
町
)
　

内
容
=

マ

ス
ラ
イ
ド
映
像
詩

「
荒
川
」

マ
座

談
会

「
荒
川
の
未
来
を
語
る

」:
卞

河
辺
厚
氏
(

国
土
審
議
会
調
査
部
会

長
)

岩
井
國
臣
氏
(
河
川
環
境
管
理

財
団
理
事
長
)
、
國
島
正
彦
氏
(
東
京

大
学
教
授
)

ワ
講
演

「
私
た
ち
の

大
地

」
…
曾
野
綾
子
氏
　

費
用
9

無

料
　

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所

、氏
名

、

年
齢
、
性
別

、
電
話
番
号
、
グ
ル

ー

プ
参
加
の
場
合
は
参
加
者
全
員
の
氏

名
を
明
記
(

荒
川
に
関
す
る
思
い
、

要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く

だ
さ
い
)

※
抽
選
の
う
凡
当
選
者

に
通
知
　
期
限
=
H
月
1
4日
消
印
有

効
　
申
・
問
先
=
荒
川
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
9
4実
行
委
員
会
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
係

〒
1
1
2文亰
区
関
口
1
1
4
4
-
6

ド
ミ
ー
ル
青
柳
7
0
2

昔
(
3
2
6
6
)
0
4
4
9

□
不
動
産
登
記
事
務
(
足
立
区
)
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
が
1
1月
1
4日
か

ら
ス
タ
ー
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
、
従

来
の
登
記
簿
謄
・
抄
本
に
代
え
て
「
登

記
事
項
証
明一

」
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
登
記
簿
の
閲
覧
制
度
が
な
ぐ

な
り
、「
登
記
事
項
要
約
s
」を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
切
り
替

え
作
業
の
た
め
、H
月
上
旬
(
特
に
1
0

・
1
1日
)
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
期
間
の
ご
利
用
は
お

避
け
く
だ
さ
い
。
※
葛
飾
区
の
不
動

産
登
記
、
商
業
・
法
人
登
記
の
取
り

扱
い
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
　
問
先
=
東
京
法
務
局
城

北
出
張
所

昔
(
3
6
0
3
)
4
3
0
5

□
パ
ー
ト
労
働
相
談
会

賃
金
。退
職
金
、労
働
条
件
等
、

労
働
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
や
資
料

提
供
を
行
い
ま
す
。　
日
時
I
H
月

1
7
日
(
木
)
、午
後
5
時
～
8
時
　
場

所
=
北
千
住
駅
ビ
ル

ール
ミ
ネ
7
階

会
議
室
　
問
先
=
王
子
労
政
事
務
所

さ
(
3
9
0
0
)
6
1
1
0

□
税
の
無
料
相
談
(
東
京
税
理
士
会

足
立
支
部
・
西
新
井
支
部
)

日
程
等
=
マ
1
1月
H
・
1
4・
1
5・
1
7

日
・
:ル
ミ
ネ
北
千
住
店
7
階

マ
1
1

月
H
・
1
2日
・
:サ
テ
ィ
西
新
井
店
w
H

月
1
5日
・
:西
新
井
税
務
経
営
指

導
所

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
4

時
　
問
先
―
足
立
税
務
署

?
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

昔
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
1
1月
は
個
人
事
業
税
第
2
期
分
の

納
期
で
す

8
月
に
お
送
り
し
た
納
付
書
に
よ

り
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
曼

ま
た
は
都
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ

さ
い
(

便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
)
。

《
足
立
都
税
事
務
所

》

□
自
動
車
を
購
入
さ
れ
る
方
へ

自
動
車
を
購
入
し
て

、
自
動
車
取

得
税
や
自
動
車
税
(

年
度
途
中
で

取

得
し
月
割
で
課
税
さ
れ
た
分
)

を
納

め
る
方
で

、
申
告
書
を
自
分
で
提
出

し
な
い
方
は

、
依
頼
し
た
相
手
方
か

ら
必
ず
申
告
書
(

控
え
)

と
領
収
書

を
受
け
取
っ
て

、
納
税
額
な
ど
申
告

内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。ま
た

、

下

取
り
に
出
し
た

車
の
処
理
(

廃

車
・
名
義
変
更
等
)

の
確
認
も
忘
れ

ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い

。　

問
先
‥‥

足
立
都
税
事
務
所

豐
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
貯
蓄
相
談
サ
ー
ビ
ス

貯
蓄
・
年
金
・
税
務
・
法
律
な
ど
、

各
種
の
相
談
に
専
門
家
が
無
料
で
お

答
え
し
ま
す
(
電
話
予
約
)
。　
日
程

等
=
マ
法
律
・
:
第
2
・
4
火
曜
日
、

午
前
H
時
～
午
後
1
時
、午
後
2
時
～

4
時
税
務
…
第
1
・
―
火
曜
日
、

午
前
H
時
～
午
後
1
時
、
午
後
2
時
～

4
時
▽
年
金
・
:
第
2
・
4
木
曜

日
、
正
午
～
午
後
4
時
〉
貯
蓄
・
・
・

第
1
・
3
木
曜
日
、
正
午
～
午
後
4

時
　

場
・
申
・
問
先
―
足
立
保
木
間

貯
蓄
相
談
セ
ン
タ
ー
(

保
木
間
1
-
3
1
1
H

足
立
保
木
間
郵
便
局
3

階
)

゛
(
5
2
4
2
)
6
1
0
0

□
足
立
養
護
学
校
第
1
6
回
学
校
祭

日
時
Å
1
1‥月
1
9
日
(

午
前
9

時
3
0
分

～
午
後
2

時
3
0
分
)
、2
0
日
(
午
前
9

時
3
0分
I

午
後
1

時
2
0分
)
　

内
容
=

ス
テ
ー
ジ
・
展
示

癡

店
等
　

場
・
問
先
=

足
立
養
護
学
校
(

南
花

畑
5
-
2
4
1
2
9
)

?
3
8
5
0
)
6
6
1
8

□

短
期
講
習

「
商
業
簿
記
」
科

日
時
=
1
2
月
2
日
～
1
6
日
の
7
日

間
、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
5
5
分
　

対
象
=
2

級
簿
記
の
受
験
を
目
指
す

在
職
者
　

定
員
u
‥
4
0人
(

先
着
順

。

定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
)
　

費
用

=
千
沺
円
　
申
込
=
1
1月
1
4日
、
午

後
6
時
ま
で
に
直
接
来
校
　
場
・

申
・
問
先
a
足
立
高
等
職
業
技
術
専

門
校
・
能
力
開
発
係

魯
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
1
日
体
験
入
学
(
社
会
人
向
け
)

日
時
-
1
2月
3
日
(
土
)
、
午
後
5
時
3
0

分
～
9
時
　
内
容
=
機
械
科
、
電

気
科

電
子
科
　
対
象
l
社
会
人
で

本
校
へ
の
入
学
等
を
希
望
す
る
方

(特
別
綢
入
学
)
　
費
用
=

無
料

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号

職
業
、
希
望
す
る

科
、
最
終
学
歴

「
定
時
制
」と
明
記

場
・
申
・
問
先
1
本
所
工
業
高
等
学

校
・
定
時
制
1

日
体
験
入
学
係
(
〒
1
2
5

葛
飾
区
南
水
元
4
-
2
1
-
1
)

?
3
6
0
7
)
4
8
0

□
綾
瀬
ろ
う
学
校
・
学
校
公
開

日
時
=
1
1月
2
2日
(
火
)
、
午
前
9
時

～
午
後
o
時
4
0分
(
午
後
o
時
4
0分

か
ら
教
育
相
談
)
　
内
容
=
高
等
部

単
独
校
の
公
開
と
講
演
会
「
遙
か
な

る
甲
子
園
の
執
筆
か
ら
I
聴
覚
障
害

に
思
う
こ
と
」　
講
師
=
山
本
お
さ

む
氏
(
優
画
家
)
　
場
・
問
先
―
綾

瀬
ろ
う
学
校
(
葛
飾
区
西
亀
有
2
1
5
8
-

―
)

さ
(
3
6
0
6
)
0
1
2
1

□
葛
飾
盲
学
校
・
学
校
公
開

日
時
=
1
1月
2
1日
(
月
)
、
午
前
8
時
4
0

分
～
午
後
o
時
2
0分
　
内
容
6
授

業
公
開

学
校
紹
介
ビ
デ
オ
放
映
等

場
・
問
先
―
葛
飾
盲
学
校
(
葛
飾
区

西
亀
有
1
-
2
3
-
2
3
)

昔
(
3
6
0
4
)
6
4
3
5

□
「
障
害
児
保
育
・
治
療
教
育
」
学

生
募
集

募
集
開
始
=
1
9一月
1
0日
　
内
容
=
障

害
児
保
育
・
教
育
・
福
祉
の
専
門
家

養
成
(
夜
間
2
年
課
程
)
　
開
校
g

平
成
7
年
4
月
　
問
先
並
つ
め
だ
・

あ
け
ぼ
の
治
療
教
育
職
貝
養
成
所

昔
(
3
8
8
9
)
1
7
0
0

◎ 公開講座「エンジンの分解組み立ておよび始動」　11月26日( 土) 、午後2時～4時/無料/墨田工業高校月島分校　　3531- 0957
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保

健
ガ
イ

ド

が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
聆
と
大
腸
が
ん
検
診
を
戞

け
付
け
ま
す
。　
対
象
=
3
5
歳
以
上
の

区
民
　
申
込
I
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
　

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、電
話
番
号
、下
表
の
消

化
器
が
ん
検
診
日
程
よ
り
、検
診
日
、

場
所
(
第
3
希
望
ま
で
)
、消
化
器
が
ん

希
拏
と
明
記
。受
診
絮
を
検
診
月
の
前

月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
　
期
限
=

1
2
月
に
受
診
を
希
單
y
る
方
は
H
月
2
0

日

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
孝
ま
せ
ん

消 化器 が ん検 診日 程

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
に
立
つ
検
診
で
す
。　
対
象
恚
J
歳

以
上
の
区
民
　
場
所
=
区
内
契
約
医
瘠一

機
関
　
受
診
日
―
受
診
票
の
指
定
期
間

内
に
、
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
凡

受
け
て
ぐ
だ
さ
い

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。　
対

象
1
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4
月
1

日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民
　
場

所
=
区
内
契
約
医
療
機
関
　
受
診
期
間

―
翌
年
3
月
ま
で

-

い
ず
れ
も
-

申
込
I
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番
号
、

検
診
名
を
明
記
。
受
診
票
と
案
内
を
お

送
り
し
奪
歹
　
申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
保
健
予
防
係

〒
ほ
千
住
1
-
4

盂
比

き
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

性
教
育
と
エ
イ
ズ

「
親
か
ら
子
供
に
伝
え
た
い
こ
と
」

「私
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

の
y
」
「僕
も
エ
イ
ズ
に
か
か
る
こ
と
が

あ
る
?
」こ
ん
な
子
供
か
ら
の
問
い
か

け
に
あ
な
た
は
ご
つ
答
え
ま
す
か
。子

供
に
性
や
エ
イ
ズ
の
こ
と
を
ご
2
朏
え

る
か
、な
ぜ
子
供
に
伝
え
る
必
要
が
あ

る
か
、一
緒
に
考
え
ま
す
。　
日
時
-

1
2
月
5
日
(
月
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
　

対
象
0
3
歳
以
上
の
幼
児
を
も
つ
親
・

そ
の
他
関
心
の
あ
る
方
　
講
師
l
島
沢

二
三
子
氏
(
ア
ー
ニ
出
版
「性
を
語
る

会
」事
務
局
長
)
　
費
用
―
無
料
　
申

込
t
話
※
お
子
さ
ん
の
保
育
の
必

要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
　
場
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ぜ
ん
息
児

音
楽

教
室

ぜ
ん
思
児
に
大
切
な
腹
式
呼
吸

を
、
歌
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
楽
し

く
練
習
し
ま
す
。　
日
時
=
1
2月
5

・
6
日
、
午
後
2
時
1
3
時
　

場
所
り
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
　
対
象
9

ぜ
ん
鬯
を
冶
幤
中
の
未
就
学
児

(
3
～
6
歳
)
と
そ
の
保
護
者
　

講
師
=
福
田
義
子
氏
(
日
本
音
楽

潦
法
研
究
所
連
合
幹
事
)
　
費
用
1

無
料
　
申
込
‥
l電
話
　
申
・
問

先
よ
恚
宏
庁
舎
・
公
害
補
償
係

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

食と健康教室

「カゼに勝つコツ」

体力をつける
食事と体操

日
時
λ
1
1月
3
0日
・
1
2月
7
日
、
午
後
1

時
3
0分
　
内
容
1
1
日
目
…
カ
ゼ
を

ひ
か
な
い
た
め
の
食
生
活
。
調
理
実
演

と
試
食
(
小
皿
・
は
し
・
筆
記
用
具
を

持
参
)
2

日
目
・
:体
力
づ
く
り
と
運

動
(
運
動
し
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
を

持
参
)
　
定
員
瓱
J
人
(
先
譱
順
)
　

費
用
=
無
料
　
場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

幼
児
健
康
教
室

1
～
2
歳
の
子
供
と

「
親
子
で

あ
そ
ぼ
う
!
」

親
子
で
一
緒
に
遊
び
を
体
験
し
ま

す
。
　
日
時
=
1
1
月
2
9
日
(
火
)
、
午
前

1
0
時
～
H
時
3
0
分
　
場
所
=
産
業
振
興

館
　
対
象
a
l
～
2
歳
の
子
供
と
親
　

講
師
=
鈴
木
み
ゆ
き
氏
(
聖
徳
大
学
講

師
)
　
申
込
=
電
話
　
申
・
問
先
=
千

住
保
健
所

魯
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

第
2
回
精
神
障
害
者
地
域
自
立
生
活
講
座

「
一
人
暮
ら
し
を
考
え
る
」

日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
生
活
の
中
で
卻
兄

て
い
る
切
実
な
問
題
を
、
仲
間
と
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
日
時
=
H

月
2
6
日
(
土
)
。
午
後
冫
時
～
4
時
　
内

容
=
ビ
デ
オ
上
映
「
街
で
暮
ら
し
た

い
」、フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
　

対
象
―
区
内
在
住
・
在
動
の
糟
神
科
通

院
中
の
方
　
費
用
=
無
料
　
定
員
=
2
0

人
　
申
込
a
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=

足
立
作
業
訓
練
所

豐
(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

講
演
会

「
高
齢
者
痴
呆
の
治
療
と
介
護
」

高
齢
者
痴
呆
の
症
状
は
?
予
防
方
法

は
?
家
族
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。治
療
と
介
護
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。　
日
時
I
H
月
2
2
日
(
火
)
、午

後
2
時
～
4
時
　
講
師
=
坂
野
美
知
枝

氏
(
大
内
病
院
医
師
)
　
定
員
=
3
0人

費
用
―
無
料
　

申
込
り
電
話
　
場
・

申
・
問
先
9
中
央
本
町
保
健
相
談
所

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

出
か
け
ま
せ
ん
か

足
立
保
健
所
の
健
康
体
操
サ
ー
ク
ル

「
ひ
ま
わ
ひ
会
」
で
は
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
招
き
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
で
す
。
ぜ
ひ

。
ご
参
加
く
だ
さ

い

。　
日
時
1
1
1月
1
5日
(
火
)
、
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
集
合
場
所
=

足
立
保
健
所
2
階
講
堂
　
行
き
先
且
九

渕
江
公
園
　
申
込
l
集
合
場
所
に
、運

動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
へ

歯
科
診
療
を
行
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、午
前
9
時
～

午
後
1
時
(
祝
日

、
年
末
年
始
を
薩

く
)
　
場
所
―
足
立
区
歯
科
医
師
会
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
　
対
象
=
区
内
在
住

の
1
8歳
未
満
の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ

る
方
/
診
療
場
所
ま
で
通
院
可
能
な
方

(家
族
の
同
伴
が
必
要
で
す
)

※
重

度
の
方
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。　
日
程
=
毎
週
火
～
土
曜
日
(
日

時
は
亊
前
に
連
絡
し
ま
す
)
　
対
象
n
‥

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

態
や
歯
の
状
9
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
ま
す

-

い
ず
れ
も
-

申
込
=
毎
週
火
卜
土
曜
日
、午
前
9
時

3
0
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
　

(祝
日
・
年
末
年
始
膏
除
く
)
に
、
電

話
で
申
し
込
み
　
費
用
=
保
険
診
療

申
・
問
先
=
足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー
(
足
立
区
歯
科
医
師
会

館
2
階
)
B
(
8
8
2
)
3
8
8
2
F
A

χ
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

健康 あ・ら・かると

食
品
に
含
ま
れ
る
保
存
料

そ
の
代
表
格
　
ソ
ル
ビ
ン
酸

「
冷
蔵
竃
の
奥
に
、
置
き
忘
れ
て

い
た
は
ん
ぺ
ん
を
見
付
け
ま
し
た
。

日
に
ち
も
随
分
経
っ
て
い
る
の
に
、

見
た
目
も
臭
い
も
異
常
が
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
薬
品
を
使
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
ろ
か
?

」

こ
ん
な
問
い
合
わ
せ
が
衛
生
試
験

所
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
は
ん

ぺ
ん
の
袋
の
裏
に
あ
る
表
示
を
確
認

し
て
も
ら
う
と
「
保
存
料
(
ソ
ル
ビ

ン
酸
)
」
と
あ
り
ま
し
た
。

保
存
料
は
、
食
品
中
の
細
菌
や
カ

ビ
な
ど
の
増
殖
を
抑
え
る
た
め
に
使

わ
れ
、
加
工
食
品
で
は
、
腐
ら
な
い

ぷ
つ
に
保
存
料
を
使
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
主
な
保
存
料
は
5

種
類
あ
り
、
ソ
ル
ビ
ン
酸

は
そ
の
中
で
も
一
番
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

ど
の
く
ら
い
の
量
を
使
っ

て
い
る
の
で
す
か
?

こ
れ
ま
で
に
衛
生
試
験

所
で
検
査
し
た
結
果
を
み

る
と
、
は
ん
ぺ
ん
1
枚
に

つ
き
約
Ⅲ
`
の
ソ
ル
ビ
ン

酸
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。区

内
で
売
ら
れ
て
い
た
魚
や
貝
の

加
工
品
で
は
1
3
2件の
う
ち
5
4件
か
ら

ソ
ル
ビ
ン
酸
が
検
出
さ
れ
ま
し
た

(検
出
率
4
0
%
)。検
出
量
を
平
均
す

る
と
、
加
工
品
1
0
0
gにつ
き
3
8
昭
に

な
り
ま
す
(
右
図
参
照
)
。
ソ
ル
ビ
ン

酸
は
こ
の
ほ
か
に
も
漬
物
な
ど
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

魚や貝の加工品中のソルビン酸平均検出量

(検 査 年 度)

合
計
す
る
と
、
結
局
ど
の
く
ら
い
取

っ
て
い
る
の
か
し
ら
?

平
成
3
年
度
の
厚
生
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
ソ

ル
ビ
ン
酸
の

摂
取
量
は
1

日
に
約
2
7
`

で
す
。人
間

が
生
涯
毎
日
取
り
続
け
て
も
健
康
を

害
レ
な
い
髦
(
1
日
許
容
摂
取
量
)

は
千
2
5
0㎎で
す
。
9
7
4は
そ
の
I
創

に
も
な
ら
な
い
の
で
、
十
分
安
心
で

き
る
量
と
い
え
ま
す
。

健
康
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め

に
、
添
加
物
の
こ
と
も
チ
ョ
ッ
ト
考

え
て
、
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
て
食

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
衛
生
試
験
所
》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運

動
…
…
(
2
)

天
保
の
改
革
の
際
、
岡
山
鴈
で
の

「
渋
染
一
揆
」
は
、
解
放
運
動
の
大

き
な
う
ね
り
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も

の
で
す
。

天
保
1
3年
(
1
8
4
2

年
)
岡
山

藩
で
は
、
同
和
地
区
の
人
々
が
農
民

や
町
民
に
紛
れ
ぬ
ぷ
つ
に
と
衣
類
の

制
限
令
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
和
地
区
の
人
々
の
要
望
を
戞
け
入

れ
、
藩
は
布
告
を
撤
回
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
1
3年
後
の
安
政
2
年

T
8
5
5

年
)
、藩
は
再
び
。同
和

地
区
の
人
々
に
厳
し
い
命
令
を
出
し

た
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
着
物
の
色
は
渋
染

め
の
茶
色
か
、
藍
染
め
の
紺
色
に
限

り
、
柄
物
や
紋
付
の
仕
立
て
を
許
さ

な
い
と
し
た
も
の
で
す
。
袤
だ
、
履

物
に
つ
い
て
は
雨
天
以
外
の
外
出
は

は
だ
し
と
し
ま
し
た
。そ
し
て
部
落

内
の
近
所
往
来
の
と
き
だ
け
は
栗
下

駄
を
は
い
て
も
よ
い
が
、顔
見
知
り

の
百
姓
に
出
合
っ
た
ら
下
駄
を
ぬ
い

で
は
だ
し
で
あ
い
さ
つ
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。

翌
年
、
岡
山
藩
5
3ヵ
村
全
部
の
部

落
は
一
致
団
結
し
て
こ
れ
に
反
対
し

て
立
ち
上
っ
た
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担

当
へ
。
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衆議院議員

選挙制度改 革

特 集

衆 議 院 議員 選 挙 のし く み が変 わり ま す

新しい選挙制度のスタート

今春 、1 月29日 に 政 治 改革 関 連四 法 か

成 立し ま し た。 こ れ は 、 従来 の 個人 中 心

の 選 挙を 改 めて 政策 本 位 ・政 党 本 位の 選

挙を 実 現 す るた め に 、 衆 議院 議員 選挙 制

度を 中 心 と した 改正 を 行っ た も ので す 。

ま た、 政 治 資 金 規正 法 およ び 曲 轡助 成 法

も、 今 国 会 で審 議 さ れ てい る 衆 議院 議 員

の 選 挙 区 を 定 め る 法 律 か 可 決 さ れ ま す

と 、来 年 から 施行 さ れる こ とと な り ま す 。

そこ で 今 回 は、 公 職 選 挙法 の 改TI =を 中 心

に 、そ の 概 要 につ い て お知 ら せし ま す 。

中
選
挙
区
制

か
ら
小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
へ

今
回
の

改
正
で

、
大
正
1
4
年
の
制
度

導
入
以

来
、
戦
後
の

一
時
l
a

罟
6
9

年
間
続
い
て

き
た

衆
議
院
の
中
選
挙
区

制
が
、
小
選

挙
区
比

例
代
表
並
立
制
に

改
め

ら
れ
ま

し
た

。

小
選
挙
区
比

例
代

纛
並
底
7
a

、
L

違

奉
区
か
T

廡
員
零
遷
出
す
る
小

選
挙
区
制
と

、
全
国
1
1
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

政
党
の

耨
票

歉
に
応
じ
て
鵬
員
が
邏

出

す
る
比

例
代

表
制
か
ら

な
る

制
度
で

す
。こ

れ
に
よ

り
、
衆

議
跪
の
議
員
定
数

は
現
行
の
5
1
1人
か
ら

聊
人
に
戴
少
。
小

潺
挙
区
選

挙
で

籾
人

、
比
例
代
表
選
挙

で

鵡
人
の

議
貝
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
豕
歹
。

足
立
区
は

2
つ
の
選
挙
区
に

分
か
れ
ま
す

区
割
り
は
、
呉
邏
挙
区
間
9
(
口
の

格
差
が
L
対
2
以
上
に
な
5
な
い
ぷ
つ

に
す
る
こ
と
を
棊
冰
と
し
、
小
選
挙
区

の
尼
敷
網
の
冫
R

毟
T
4
7を
各
都
道

府
県
に
F
ず
つ
配
当
。残
り
の
司
は
各

鄙
屬
府
県
り
人
口
に

比
例
し
て
配
当
し

ま
」
た
(

東
京
郡
の

場
合
。
小
選
挙
区

は
5

に
区
創
り
さ

れ
家
r
)

。
同

様
に
、

比
例
代
表
の

ブ
ロ
ッ

ク
別
定

欺
に
つ
い

て
も
、人
口
比
例
で

配
岔
‥‘ま
し
た
(
東

京
都
は
1
9人
)

。

足
矼
区
の
場
龠
は

、
人
口

約
6
4万
人

と
L
翕

挙
区
の
人
口
と
し
て

堅

面

の

平
均
(

約
4
1
々

手

人
ご

屡

碵

に

越

え
て
い
る
た
め
、
2
つ
の
選

挙
区
に
分

創
さ
れ
書
す
。

具
体
的
に
は
、
図
1
c
A
J
#
0
'
楠

助
1
0
0
号
線
(
尾
竹
碼
通
り
)
・
環
状
7
号

線
・
敢
射
1
1
号
線
等
本
壻
と
し
て
、
西

側
部
分
は
北
区
a
と
も
に
「
東
京
都
第

1
2
区
」
と
汳
り
、
足
立
区
の
そ
れ
以
外

の
部
分
ほ
単
独
で
寅
京
都
第
1
3
区
J

と
な
り
嫐
y
。

選
挙
区
が
分
か
れ
る
と
、
投
票
す
る

侯
禰
参
急
霰
興
な
や
5
に
な
り
ま

す
の
で
、
投
票
率
算
定
や
闘
票
も
個
別

に
行
う
こ
と
に
な
ひ
嫐
y
。

投
票
は
ニ
票
制

で
、
記
号
式
の
投

票
と
な
り
ま
す

新
制
度
で
の
投
票
は
、
小
選
挙
区
と

比
例
代
戻
の
選
挙
を
同
時
に
行
う
た

め
、
二
票
制
に
な
り
ま
す
。

投
票
方
法
は
、小
選
挙
区
選
挙
で
は

投
罘
T
忿
騙
者
名
に
、
比
例
代
表
選

挙
で
は
投
票
す
る
政
党
名
に
〔
郤
を
つ

け
る
記
碍
式
に
な
ひ
ま
す
<
図
2
)
。

な
芻
、
不
在
者
投
票
は
、
従
来
ど
お
2

騙
者
・
改
党
等
の
名
称
を
2
入
す

る
万
法
で
行
い
ま
す
。

選
挙
マ
メ
知
識
①

「
政
治
改
革
関
連

四
法
」

堅
濱
革
関
連
四
洗
と
は
、
公

職
選
挙
法
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区

圃
定
嚮
議
会
設
置
法
、
政
泊
資
金

縄
正
法
、
政
党
助
成
法
の
四
法
を

指
し
零
y
。投

票
所
も

か
わ
り
ま
す

2
つ
の
選
挙
区
に
分
創
さ
れ
t
^
J
A
J

に
よ
り
、
必
然
的
に
投
累
区
の
練
の
引

―

な
く
な
り
ま

す
。
1
2区
と
1
3区
の
耨
界
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
に
は
、別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
投
票
所
岑
唖
認
の
う
凡
投
累

に
お
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

図2　

衆 議 院 議 員 選挙 の 投 票 方 法

候
補
者
に

〇
印
を
記
入

小 選 挙 区 選出
300 人

政
党
に

○
印
を
記
入

比例代表選出
200 人

表1

図1

* 象 議 院置員 選 挙区 圖t 響・ 会か ら内 躙 雌理 大 臣 への勧 告 内 猖

選
挙
マ
メ
知
識
②

「
ド
ン
ト
式
」

ド
ン
ト
式
と
ほ
、
各
政
党
の
得

票
数
を
F
、
2
、
3
、
4
・
・
・
の
整

数
で
名
簿
蕉
取
者
数
ま
で
順
次
割

り
、
出
た
答
え
の
大
き
い
順
に
選

亭
す
べ
き
毒
員
の
数
に
漂
y
る
ま

で
、
各
歌
鴬
忸
『
邏

人
の
取

を
配

分
し
て
い
く
も
の
で

歹
(
資
1
)

。

選
挙
や
政
治
活
動

が
政
党
中
心
に

改
め
ら
れ
ま
す

S
立
候
禰

小
選
挙
区
選
挙
の
立
侯
禰
届
出
は
、

所
属
鬯
羅
巒
饗
叉
叭
ぺ

ま
た
は

廈
近
の
国
政
選
挙
に
お
け
る
得
票
搴
が
2
%

以
よ
ゐ
つ
た
政
党
・
獸
黠
団
体
の

届
出
に
よ
る
こ
と
に
な
ひ
嫐
y
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
ど
お
Q

軛
禰
者
佃
人
や

推
罵

に
よ
る
届
出
も
芻
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
前
述
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
歌
党
・
敏
治
団
体
の

ほ
か
に
、
名
簿
登
載
者
を
各
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
の
定
数
の
I
創
以
上
有
す
る
政
党

が
、
候
補
者
名
簿
を
痼
け
出
る
こ
と
が

で
き
奪
y
。
こ
の
場
合
、
小
選
挙
区
選

掌
で
候
禰
者
の
届

出
が
で

き
る
政

党
・

政
冶
団
体
に
つ
い
て

ほ
、
当

該
比

例
代

衷
選
挙
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
小
選

挙
区
選
挙

と
の
「
撒
復
立
揆
補
」
が
可

觴
夊

笞

ま
す
。

4
当
辺
人

小
通
挙
区
選
挙
で
は
、
得
票
数
の
最

も
多
い
侯
楠
者
を
当
頑
人
と
し
李
y
。

た
だ
し
、
有
効
扮
票
の
1
分
の
F
以
上

の
得
票
が
必
要
な
な
ひ
豕
y
。

比
例
代
表
湯

拳
で

ほ
、
各
政
寛
の

得

票
歌
に
比
例
し
て

、
ド
ン
ト

式
で
呉
筱

鳬
に
当

甼
(
の

歌
が
配
分

さ
れ

、
そ
の

人
数
に
遽
す
る
ま
で
の

名
簿
の
順

位
の

侯
補
者
鷽
i

で
(
と
し

豕
罵

な
お
、
同
一
順

位
の
皿

複
立

侯
補
者

の
当
選
順
位
は
、
小
選

挙
区
選
挙
に
お

り
i

逞

者
の
博
票
数
に
対
す
る
重
複

立
腆
補
者
の
得
票
数
の

割
合
(
惜
敗
率
)

の
大
き
い
順
に
定
め
康
司

喇
選
挙
迎
動

采
議
院
議
員
の

選
挙
制
度
が
政

策
本

位
・
敢
党
本
位
に
改
め
ら

れ
る
こ
と
に

と
9

な
い
、
選
挙
運
励
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
侯
禰
者
佃
人
中

心
の
選
挙

運
動
か
ら
政
党
中
心
の
選

挙
運
励
に
変

わ
る
こ
と
と
な
り
乖

司

具
体
的
に
は
、小
選

挙
区
選

挙
で
は
、

候
補
者
個
人
の
ほ

か
届
出

政
党
等
も
、

自
動
車
・
通
常
第
一

・
ビ
ラ

ーポ
ス
タ

ー
・
新
聞
広
胄
辱
の

一
定
の
通
挙
運
動

本
畢
る
こ

と
が
で
*
る

ぶ

コ
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の

政
見

敢
送
は
、
候
補
I

け
出
た
政

党

等
レ

聊

き

ま
せ
ん
。

比
例
代
我
潯
挙
で
は
、
名
簿
届
出
敢

党
等
が
自
助
車
・
ビ
ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
・

新
聞
広
告
・
散
見
敢
送
等
の
一
定
の
選

鵬
迦
勳
豪
歹
る
こ
と
が
で
`
{
る
ぶ
7
に

な
り
本
y
。

な
お

、
衆
議
略
筆
員
選
挙
の
選
挙
運

勦

期
間
は
1
2
日
間
(
改
正
前
は
1
4
日
間
)

に
短
耜
さ
れ
ま
す

。

選 挙 制 度 等 に 関 す る

お 問 い 合 わ せ は …

千 住 本 庁 舎・選 挙 管 理

委 員 会 事 務 局
へ

　( 3882) 1111 ㈹

改
革
の
基
本
部
分
は
、
原
則
と
し
て

選
挙
区
の
区
割
り
法
が成
立
し
て
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

・

公
噸
遇
挙
法
の
改
正

衆
康
院
議
員
の
選
挙
区
を
定
め
る

法
律
の
施
行
日
と
同
じ
ほ
か
瓦
麁
行

し
、以
後
公
示
さ
れ
る
鰍
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。た
″
じ
、候
補
者

等
の
氏
名
等
を
贇
示
す
る
政
治
活
動

用
ポ
ス
タ
ー
慢
i
の
制
限
、
公
職
に

菷
`
聞
に
犯
し
た
収
賄
罪
に
よ
る
公

民
権
の
停
止
、
胴
金
碩
の

引
孝
上
げ

に
つ
い
て
は
、
平
虞
6

年
i

月
4
日

か
ら
爲
行
さ
れ
て
い
李
y
。

・

政
治
資
金
規
正
法
の

改
正

選
挙
区
の
区
劃
a
&
{
が
篤
行
さ
れ

る
翼
年
の
F

月
1

日
か
ら

高
行
さ
れ

黍

。

・

政
党
助
成
法

選

挙
区
の
区

創
り
法
が
施
行
さ
れ

る
翌

年
の
L

月
―
匯
か
ら
褥

笶
y
れ

黍

。

国
保
指
定
旅
館

田
保
臘
で
は
、
割
安
な
料
金
で
ご

利
用
に
な
れ
る
旅
犀
等
を
東
京
近
県

に
指
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の

指

定
屬
設
は
韋
賣
り
と
お
り
で

歹
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対

象
=
区

内
在
住
・
在
勠
の

方

申
込
=

盜

へ
麌
擾
一

諾
予
約
Q

冫
入
、
利
用
券

奮
i
(

利
用
燐
ほ

あ
だ
ち
の
国
保

だ
よ
n
Q
年
t
月
号
に
印
刷
さ
れ
て

い
奪
y
。
ま
た
、
国
保
簾
、
区
禺
事

務
所
に
も
あ
ひ
奪
歹
)

※
料
金

等

の
詳
細
は
、
直
接
施
設
へ
お
問
い
侖

わ
臂
ぐ
だ
さ
い

問
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
踝

庶
羇

佩

酋
(
a
)
5
1
2
2

政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
制
限
が

強
化
さ
れ
ま
し
た

候
禰
者

、
立
侯
禰
予
足
者
(

公
職

に
あ
る
も
の

を
含
む
)

が
選
挙
運
動

期
間
外

に
使
用

す
る
政

治
活
勣
用
ボ

ス
タ
ー
(
区

政
報

告
侖
等
の

開
催
周

知

等
に

使

用

す

る

、
侯
禰
者
の
氏

名
等
が
表
示

さ
れ
た
も
の
)

は

、
そ

の
表
面
に
耨

箏
責
任
者
お
よ
び
印
刷

者
の
住
所

、
氏

謇

葛

家

レ

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん

。
さ
ら
に
今
春
の
公

職
選
皋
法
の

改
正
で

、
国
政
選
挙
・

地
方
選
挙
と
も

、
任
期
薦
了
の
日
の

a
力
月
前
の
日
(
解
散
に
よ
る
場
合

・
は
そ
の
翌
日
)

か
ら

投
票
a

ま
で

、

当
該
選
挙
区

内
で
は

愕
ぶ
が
禁
止
さ

れ
輿
‥逅

。

来
年
4
月
に
予
足
さ
れ
る
範
一
地

方
選
挙
で
は
、
す
で
に
次
り
と
お
り

禁
止

さ
れ
て
い
ま

す

。

▽
東

京
都
知
事
選

挙
・
・・
1
0月
2
2
日
か

ら
投
票
日
ま
で

▽
足
立
区
篳
会
議
員
選

挙
・
・・
1
0月
3
0

皀
か
ら
投

票
日

ま
で

政
治
資
金
規
正
法
の
改
正

企
業
等
の
団

体
献
靤
が
大
幅
に
制

限
さ
れ
る
と
と

も
に

、
政
治
賢
金
の

調
達
が
欧
党
中
心
に
改
め
ら
れ
ま
し

た

。

・

企
業
等
の
団
体

献
金
の
葉
止

企
業
等
の
団
体

献
龠
は
、
改
党
・
政
治
賢
金
団
体
・

資
金
管
理
団
体
に
対
す
蔘
も
の
以
外

は
菷
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
賢
金
管
理
団
体
へ
の
脣
付

は
、1
団
体
当
た
ひ
年
問
5
0万
円
以

内
と
し

、5
年
餓
に
萋
正

さ
れ
ま
す

。

・

政
治
家
個
人
へ
の

番
付
の

禁
止
　

政
治
家
個
人
へ
の

寄
付
は

、
政
党

か
ら
の
も
の

濫

罟

禁
止
さ

れ
ま
し

た

。た
だ
し

、
個
人
が
行
う
政
治
家
へ

の
寄
付
に
つ

い
て

は

。
金
鵯
や
有
価

証
券
以
外
に
よ
る
も
の

や
選

亭
連
勣

に
関
ず
る

も
の
は

、
菷
止
の
対
象
外

に
な
っ
て
い
惠
`
。

・

寄
付
辱
の
公
開

政
冶
団
体
に
対
す
る

寄
付
で
年
間
5

万
円
を
琴
戞

茗

の

、
政
泊
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入
で

匐
万
円
を

超
え
る
も
の
は
公
閧
し

な
け

れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。

4
罰
則
の
強
化

齶
則
歃
糲
が
お
お
む
ね
M
册
引
き

上
g
つ
れ
李
y
。
ま
た
、
罰
金
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
公
民
権

が
一
定
の
期
間
停
止
と

な
り
ま

す
。

政
党
助
成
法
の
制
定

今
春
の
政
治
改
革
関

連
四
法
の
既

立
に
よ
り
、
敢
兌
へ
の

公
的
助

虞
が

行
わ
れ
る
こ

と
に
な
2
C

だ
。
4

政
党
交
付
金
の
総
額

政
党
交
付
金
の

総
領
は
、
匱
近
の

国
勢
調
査
の
人

口
X
S
円
と
し
、
5
年
後
に
見
直
さ

れ
事
y
。
平
成
2
年
の
国
政
調
査
人

口
に
簒
弓

い
ア
黔

算
莨

亙

冫
1

よ
そ
瓸
億
円
に
な
ひ

豕
す
。

剛
文
付
対
象
と
な
る
政
党

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
敵
党

が
交
付
の
対
象
と
な
ひ
嫐
y
。

マ
国
会
議
貝
を
夂

以

上
有
す
る

▽
m

議
員
を
有
し
、
前
回
の

飛
胝

院
議
員
総
選
挙
、
前
回
次
次
g

前
■
V

回
の
番
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
い
ず

れ
か
で
2
%

以
上
の

野
票

率
か

あ
っ

た
も
の

・

交
付
金
の
算
定
基
準
日

毎
年
1
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て

交
付
し
患
ふ

、
選
挙
が
行
わ
れ
た

場
合
は
選
挙
基
準
日
現
在
に
よ
り
再

算
定
し
串
罵

令
交
付
金
の
配
分

議
員
歇
と
得
票
数
に
応
じ
て
各
政

党
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
繖
輿
数
割
と

得
票
散
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
党
交
付

金
総
額
の
1
分
の
1
ず
つ
で
す
。

あだち公園物語
( 4

)
伊興遺跡公園
( 東 伊 興 町13- 1)

10数もの寺院が連なる曲がりくねった道を行くと突然住宅街の一角に一風変わった建
簪台丶呑蓋こ瓷椏互惑碾葹豆漉弓菰
されたUの螽造初は、開園一周年を迎えた「伊
興遺鄙公園」。伊匙付近で発見された5～7世
紀 の 古 墳 時 代 の 遺 勧 など か 展 示 さ れ て い る 。
は る か い に し え の 彼 方 へ と 飛 翔 す る 乙 片 の
か け ら 。- そ こ か ら広 が る 古 代 へ の ロ マ ン
を 感 じ て み た い 方 に と っ て は 、 無 限 の 想 像 力
を 喚 起 さ せ る 何 か があ る場 所 だ 。
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千住本庁舎 へのお問い合わせ は… …

3882- 1111(代)
千住本庁 舎以 外へ のお問い 合わ せは

そ れぞれ の電 話番号 へ。

国
保
・
年
金

国
民
年
金
6
0歳
説
明
会

日
時
1
1
1
月
1
5
日
(
火
)
、
午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、
開

始
3
0
分
前
)
　
場
所
=
中
央
本
町
庁
舎

3
階
3
0
2
・
罰
会
議
室
　
対
象
=
昭
和
9

年
1
2
月
2
日
～
1
0
年
1
月
1
日
生
ま
れ

の
方
(
対
象
者
に
は
別
途
通
知
)
　
内

容
=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
続

き
の
説
明
、
個
別
相
談
(
受
付
順
)
　
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
適

用
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

夜
間
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

日
程
等
=
H
月
2
5
日
・
:
国
民
年
金
課

前
・
興
本
区
民
事
務
所
/
2
9
日
:
汢
北

区
民
事
務
所
・
保
塚
区
民
事
務
所
/
3
0

日
・
=
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
・
西
新
井
区

民
事
務
所
/
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
4
時

マ
夜
間
相
談
H

月
2
9

日
午
後
6
時
～
8
時
・
:
保
塚
セ
ン
タ
ー

内
容
=
国
民
年
金
の
し
く
み
や
手
続

き
、
保
険
料
の
支
払
方
法
な
ど
　
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
屎
推
進

係
a
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

S
民
健
康
保
険
加
入
者
で

、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。
訶
院
な
ど
に
か
か
る
場

合
、
一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割

に
対
し
て
、
表
I
の
と
お
り
安
く
な
り

ま
す
。　
対
象
=
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
な
ど
(
国
民
年
金
は
除
く
)
の
受
給

権
の
あ
る
7
0歳
未
満
の
方
、
お
よ
び
そ

の
扶
養
家
族
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す

方
・
:年
金
加
入
期
間
が
2
0年
以
上
ま
た

は
4
0歳
以
降
1
0年
以
上
あ
り
、
自
分
で

掛
け
金
を
納
め
て
い
た
方
(
た
だ
し
若

年
の
た
め
年
金
が
全
額
支
給
停
止
の
場

合
や
、老
人
保
健
法
④
該
当
者
は
除
く
)

恵
覆

療
証
を
お
持
ち
の
方
で
該
当
す

る
場
合
は
、
切
り
佰
え
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
　
申
込
=
年
金
証
書
ま
た

は
年
金
裁
定
通
知
書
、
国
民
健
康
保
険

証
と
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
。
年
金
証

書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
が
届
い
た

ら
、1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
　
申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
課
　
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
資
格
賦
課
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表1　 退職者医療制 度一部負担 金割合

※扶 養認定 は収入 制限があり ま す
※保 険料は 変わり ません

年
末
調
整
を
受
け
る
方
へ

国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
料
は

所
得
控
除
さ
れ
ま
す

□
国
民
年
金

国
民
年
金
の
加
入
者
が
、
納
め
た
保

険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象

に
な
り
、
所
得
税
と
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
国
民
年
金
の
第
3

号
被
保
険
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
)

と
な
っ
て
い
る
方
の
中
で
、
今
年
第
1

号
被
保
険
者
と
し
て
自
分
で
保
険
料
を

納
め
た
方
も
、
納
め
た
保
険
料
の
金
額

を
ご
主
人
が
年
末
調
整
の
時
に
「
保
険

料
控
除
申
告
書
」
に
記
入
し
て
提
出
す

れ
ば
。
所
得
控
除
さ
れ
ま
す
。
袤
ぺ

国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
に
つ
い
て
も

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

□
国
民
健
康
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
も
。「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
お
手
元

に
あ
る
領
収
書
や
口
座
振
替
済
通
知

(
(
ガ
キ
)
か
ら
領
収
日
を
確
認
し
て
、

今
年
の
1
月
か
ら
り一
月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
の
二罸

額
を
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
領
収
書
な
ど
を
添
付
し
な

く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
。
領

収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
よ
t
一
民
年
金
課
保
険
料
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
2
n

】

い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

生
活

環

境

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
2
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い

。　
問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

・
l
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。　
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

a
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表2　 水 洗 化 可 能 地 域
新
築
し
た
方
は

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
家

屋
な
ど
を
新
築
す
る
方
は
、
住
所
を
定

め
る
た
め
に
住
居
番
号
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が
決

め
ら
れ
な
い
た
め
、
移
動
な
ど
の
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確
認
肅
一
式

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
建

物
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
が
、
所
有
者

や
ア
パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ

た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

`
″
(
3
8
8
旦
5
0
3
1

都
市
計
画
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
決

定
と
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定

(高
野
地
区
)
、東
京
都
市
計
画
用
途
地

域
の
変
更
、
東
京
都
市
計
画
高
度
地
区

の
変
更
、
東
京
都
市
計
画
防
火
地
域
お

よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
、
東
京
都
市

計
画
特
別
工
業
地
区
の
変
更
　
区
域
―

い
ず
れ
も
江
北
1
丁
目
、
扇
2
丁
目
各

地
内
　
告
示
日
=
1
0月
2
5日
　
縦
覧
場

所
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画

係

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
符
定
済
み
の
建
物
で
、
家

屋
の
玄
関
な
ど
に
取
ひ
付
け
て
あ
る
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
が
、

破
損
、
紛
失
な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
区
役
所

の
窓
口
に
て
無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
　
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住

居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

平
成
7
・
8
年
度
建
設
工
事
等

競
争
入
札
へ
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

公
共
工
事
の
入
札
参
加
希
望
者
で
、

建
設
業
を
営
む
方
は
経
営
事
項
審
査
(

経
審
)
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
審
の
受
付
期
間
は
、
平
成
7
年
1
月

1
3日
ま
で
で
す
が
。
結
果
が
出
る
ま
で

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　
問
先
9

千
住
本
庁
舎
・
契
約
第
一
係

東京の空気を
もっときれいに
自動 車の使用を控えまし よう

私
た
ち
の
吸
っ
て
い
る
空
気
は
、
一

時
に
比
べ
て
よ
く
は
な
っ
た
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
き
れ
い
な
空
気
と
は
い
え
ま

せ
ん
。特
に
、大
気
の
よ
ど
む
冬
に
は
、

空
気
の
汚
れ
る
日
が
大
変
多
く
な
り
ま

す
。
都
と
2
3区
・
2
7市
は
、
n一
月
か
ら

平
成
7
年
1
月
ま
で
の
期
間
を
、
大
気

汚
染
の
主
な
原
因
で
あ
る
自
動
車
の
交

通
量
を
減
ら
す
対
策
を
共
同
で
行
い
ま

す
。
毎
週
水
曜
日
に
は
、
乗
用
車
類
を
2
0
%

、
貨
物
車
類
を
1
0
%減
ら
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ

ー
お
よ
び
事
業
用
自
動
車
の
使
用
を
控

え
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
庁
舎
閧
を
往
復
す
る
シ
ヤ

ト
ル
便
な
ど
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
直
接

利
用
す
る
車
を
除
い
て
、
期
間
中
2
0
%

以
上
を
目
標
に
庁
有
車
の
使
用
を
自
粛

し
、
排
出
ガ
ス
の
低
減
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
。
都
で
は
期
間

中
の
水
曜
日
(
1
1月
2
3日
を
除
く
)
に
。

都
営
交
通
の
1
日
割
引
乗
車
券
「
水
曜

ク
リ
ー
ン
キ
ッ
プ
」(
地
下
鉄
、
バ
ス
、

都
電
共
通
)
を
発
売
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　
問
先
9
都
・
計
画
調

整
課

昔
(
5
3
8
8
)
3
4
7
4

都
・
自
動
車
公
害
対
策
室

昔
(
5
3
8
8
)
3
4
9
7

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

公
団
住
宅
「
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
西
新
井
」
(
足
立
区
地
元
枠
)

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

所
在
=
西
新
井
三
丁
目
1
番
　
構
造

等
=
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
H
階
建
　

(
一
部
8
・
1
0
階
)
　
募
集
戸
数
・

初
年
度
家
賃
等
=
I
D
K
(
3
6
㎡
・

3
8
ぜ
・
:
1
4
戸
(
7
万
9
千
円
～
8

万
8
千
円
台
)
/
I
L
D
K
(
4
8
㎡
・

5
4
㎡
)
…
8
戸
(
1
0
万
9
千
円
～
1
2

万
3
千
円
台
ン
2
L
D
K
(
6
3
～
7
1

㎡
∵
・
・
3
3
戸
(
1
9
一
万
2
千
円
～
1
5
万

2
千
円
台
ン
3
L
D
K
(
7
1

㎡
・
8
0

ぎ
・
:
1
8戸
(
1
4万
6
千
円
1
1
7万
5

千
円
台
)
　
期
間
=
1
1月
1
2日
～
2
1

日
(
現
地
モ
デ
ル
ル
ー
ム
公
開
・
郵

送
申
し
込
み
)
　
入
居
=
平
成
7
年
4

月
1
日
　
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

計
画
調
整
係
ま
た
は
住
宅
・
都
市
整

備
公
団
東
京
支
社
市
街
地
開
発
課

昔
(
3
2
6
3
)
8
9
5

り乙
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福

祉

申
請
は
お
す
み
で
す
か

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

「
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費

の
助
成
」
黔
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
　
申
請
1
次
の
も
の
を
窓
口

に
持
参
・
:
①
印
か
ん
②
保
険
証
③
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
厚
生
年
金

の
手
帳
'
m
>
は
コ
ピ
ー
④
平
成
6
年
1

月
2
日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た
方

は
1
月
1
日
に
庄
ん
で
い
た
市
区
町
村

発
行
の
平
成
6
年
度
所
得
証
明
書
(
平

成
5
年
分
・
児
童
手
当
用
)
　
助
成
を

受
け
ら
れ
な
い
方
丈
雰
i

証
・
興
医

潦
証
を
受
給
し
て
い
る
/
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
/
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る

※
な
お
、
医
療
費
の
助

成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
申
請
日
か
ら
で

す
(
出
生
・
転
入
の
場
合
は
、
例
外
と

し
て
1
ヵ
月
以
内
に
手
璽
篆
夛
れ
ぱ

出
生
日
・
転
入
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
)
。　
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

募
集
し
ま
す

家
庭
福
祉
員
・
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

□
家
庭
福
祉
員

昼
間
動
め
て
い
る
た
め
、子
ど
も
(
生

後
5
週
以
上
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
忝
な
い
お
母
さ
ん
の
代
わ
り

に
。
そ
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
仕
事
で

す
。　
対
象
a
区
内
に
居
住
す
る
2
5歳
1
6
0

歳
ま
で
の
保
母
、教
員
、看
護
婦
、

ま
た
は
助
産
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
ど
も
(
生
後
3
ヵ

月
以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
話

が
で
き
な
い
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、一

時
的
に
そ
の
子
ど
も
を
預
か
る
仕
事
で

す
。　
対
象
a
区
内
に
居
住
し
。2
5
歳
～

5
0歳
ま
で
の
児
童
の
保
育
経
験
の
あ

る
方

-

い
ず
れ
も
-

※
施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す
　
申
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

昔
(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
係

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
恫一
歳
未

満
(
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
は
2
0

歳
未
満
)
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
ま
た
は
養
育
者
で
、
父
が
次
の
状
態

に
あ
る
方
…
離
婚
、死
亡
、生
死
不
明
、1

年
以
上
の
遺
棄
ま
た
は
1
年
以
上
の

法
令
に
よ
る
拘
禁
等
で
父
親
不
在
/
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
で
父

親
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
父
親

不
在
/
父
親
が
重
度
の
障
害
(
身
障
手

帳
I
・
2
級
程
度
)
　
支
給
が
制
限
さ

れ
る
場
合
=
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が

あ
る
と
き
/
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
と
き
/
児
童
が
父
親
の
死
亡
等
に
よ

り
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
り
、
加

給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
/

昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に
支
給
要
件

に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
、5

年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と
き
　
手
当

月
額
=
全
額
支
給
対
象
者
…
3
万
9
千
3
8
0

円
/
一
部
支
給
対
象
者
…
2
万
6
千
3
7
0

円
/
児
童
が
複
数
の
と
き
の
2
人
目

・
:
5千
円
、
叉

目
以
降
…
2
千
円
を

加
算
し
ま
す

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
1
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
璽
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
I
～
3
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級
程

度
)
を
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
・
:所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童

が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る
　
手
当
月
額
=
重
度

…
4
万
7
千
鵺
円
/
中
度
…
3
万
1
千
8
6
0

円
-

い
ず
れ
も
-

問
先
り
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

お

知

ら
せ

申
し
込
み
は
お
早
目
に

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

対
象
=
私
立
の
高
校
・
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者

と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方
/
平
成
5
年
中
の

年
収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給

与
所
得
者
:
ふ又
払
給
与
の
総
額
1
千
万

円
以
下

マ
事
業
所
得
者
…
総
所
得
金

額
等
8
0
0万円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ

て
は
ま
る
場
合
で
も
取
扱
金
融
機
関
貸

付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
　
融
資
金
額
=
1
0万

円
～
5
0万
円
(
1
万
円
単
位
)
　
融
資

対
象
↓

奎
校
入
学
手
続
き
時
の
最
低

納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0万
円
・

2
万
円
の
定
額
算
定
)
　
利
率
=
年
3
%
　

返
済
=
融
資
を
受
け
た
日
の
翌
月

か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)
　

取
扱
金
融
機
関
=
足
立
信
用
金
盥
、
足

立
農
業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、
足
立

区
内
の
成
和
信
用
金
庫
　
保
証
=
金
融

機
関
所
定
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
(
保
証
料
は
区
で
負
担
)
　
期
間

Å
‥一
月
1
日
～
平
成
7
年
2
月
2
8日

※
申
込
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か

り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

お
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
す

で
に
入
学
金
等
を
納
入
済
の
場
合
は
融

資
で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
務
第
二

課
振
興
係

就
学
時
健
康
診
断
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、「
就
学
時
健
康
診

断
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て

の
通
知
書
は
、
1
0月
6
日
に
発
送
済
み

で
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が
悪
い

場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
立
中
学
に
入
学
を
希
望
す

る
外
国
人
の
方
で
、
手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
は
学
事
第
一
係
へ
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
　
問
先
り
千
住
本
庁
舎
・

保
健
給
食
係
ま
た
は
学
事
第
一
係

表3　 年末 調整 説明 会 会場
( 時間は、いずれも午後1時30分～4時)

※ 説明会 の内容 につい てのお 間い 合わせは 、特別 徴収 係ま た
は各 税務 署へお願いし ます。

年
末
調
整
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
給
与
関
係
事
務
を

担
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
　
日
程
等
―
表
3
の
と

お
り
　
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
特
別

徴
収
係

・一一
(
3
8
8
0
)
5
0
9
1

足
立
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

S
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

さ
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

厦
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座

振
晢
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
て
安
心
で
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
申
込
=
預
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
咏
く
)

ま
た
は
区
担
当
課
窓
口
、
各
区
民
事

務
所
に
預
金
通
帳
と
通
帳
の
届
け
出

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

問
先
=
特
別
区
民
税
・
都
民
税
に
つ

い
て
は
納
税
課

?
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
国
民

健
康
保
険
課

?
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
国
民

年
金
課

?
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
楓
作
業
所
バ
ザ
ー
　
1
9
一
月
4
日

(
土
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
(
雨

天
中
止
ン

墨
田
区
白
髭
団
地
参

道
/
物
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
/
楓
作
業
所

登
(
3
6
0
5
)
6
7
5
1

☆
子
育
て
教
室
「
家
族
の
絆
」　
H

月
1
9日
(
土
)

午
後
2
時
～
3
時
3
0

分
/
大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー
/

無
料
/
倫
理
研
究
所

清
水

き
(
3
6
2
8
)
4
3
2
8

☆
い
こ
う
共
同
保
育
園
バ
ザ
ー
　
H

月
2
0
日
百
)
、雨
天
の
場
合
H
月
2
3

日
(
祝
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/

い
こ
う
共
同
保
育
園
前
/
物
品
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す

昔
(
3
8
～
)
0
8
2
7

☆
第
7
回
国
際
交
流
「
愛
と
勇
気
」

開
催
　
1
9一月
3
日
(
土
)

午
後
6
時

～
/
産
業
振
興
館
/
フ
ロ
リ
ダ
州
の

ジ
ャ
ン
ボ
人
形
劇
「
み
に
く
い
ア
ヒ

ル
の
子
」
他
/
無
料
/
電
話
に
て
申

し
込
み
/
星
川
葭
夫
芸
術
教
育
研
究

所
　
上
田

g
(
3
9
6
4
)
7
8
5
7

☆
お
正
月
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

1
2月
3
0日
～
1
月
4
日
(
車
中
2

泊
)
/
妙
高
池
の
平
温
泉
ス
キ
ー
場
、

北
村
山
荘
/
8
0人
/
参
加
費
は
問
い

合
わ
せ
ノ

電
話
に
て
申
し
込
み
/

足
立
区
ス
キ
ー
協
会

堀
内

さ
(
3
8
8
2
)
7
7
8
(
U

☆
荒
川
の
源
流
を
尋
ね
て
　
H
月
2
3

日
(
祝
)
、
午
前
8
時
、
西
浦
和
駅
集

合
/
秋
ケ
瀬
橋
左
岸
か
ら
J
R
桶
川

駅
ま
で
の
2
8・
3
㎞
を
歩
き
ま
す
/

沺
円
/
封
書
に
、
住
所

氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

返
信
用
の
切
手
と
封
筒
を
同
封
/
〒
1
2
3

本
木
2
-
2
6
1
p一荒
川
方

山
岳

連
盟
事
務
局

昔
(
3
8
8
9
)
8
0
0
0

=
募
集
=

☆
囲
碁
(
日
曜
碁
楽
会
)
　
毎
週
日

曜
日
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
/
佐

野
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
会
費
は
5
ヵ
月

で
千
円
/
桑
原

昔
(
3
6
2
0
)
2
6
0
5

☆
中
高
年
向
き
健
康
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
　
毎
週
木
曜
日
、午
後
7

時
～
8
時
3
0
分
/
千
寿
桜
小
学
校
体

育
館
/
入
会
金
千
円
、I
回
沺
円
/

中
村

昔
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

登
(
3
8
9
0
)
1
0
7
6

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
(
彩
の
会
)
　
毎

月
第
2
、第
4
火
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
2
チ
円
/
初
心
者
歓
迎
/
中
村

昔
(
3
6
2
0
)
2
3
2
[
D

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(
棋
興
会
)
　
毎

週
土
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
3
0

分
/
興
本
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
8
0
0

円
/
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
方
歓
迎
/

伊
東
a
(
3
8
8
9
)
0
8
6
2

☆
舎
人
空
手
道
教
室
(
白
堊
会
)
　
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
、午
後
6
時
～
7

時
3
0分
/
舎
人
第
一
小
学
校
ほ
か
/

入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
/
小
島

登
(
3
8
9
7
)
1
6
0
4

☆
油
絵
(
き
さ
ら
ぎ
会
)
　
毎
週
火

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
興
本
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円

月
額
3

千
沺
円
/
初
心
者
歓
迎
/
三
谷

昔
(
3
8
8
6
)
3
6
1
4

☆
混
声
合
唱
団
(
光
)
　
毎
週
日
曜

日
、午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
/
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
合
唱
の
好
き
な

方
/
年
会
費
3
千
円
/
初
心
者
歓

迎
/
山
本

s
(
3
8
9
8
)
2
2
7
8
(
夜
間
)

☆
池
坊
生
花
サ
ー
ク
ル
(
な
で
し
こ
)

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日
、
午
後
1

時
～
3
時
/
竹
の
罹
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、月
額
3
千
円
(
花

代
含
)
/
初
心
者
歓
迎
/
鈴
木

昔
(
3
8
5
3
)
5
0
3
6

☆
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
(
ひ
ま
わ

り
シ
ェ
イ
プ
の
会
)
　
毎
週
火
曜
日
、

午
前
1
0時
A
H
時
3
0分
/
伊
興
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
藤
波

昔
(
3
8
9
7
)
9
2
8
4

☆
さ
わ
ら
び
文
学
会
　
第
三
金
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
竹
の
塚
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
千
円
/
講
師
を

招
い
て
の
古
典
文
学
講
義
/
萩
原
S
(
3
8
8
4
)
0
0
8
n
)

☆
王
信
美
術
サ
ー
ク
ル
(
絵
画
)
　
毎

週
金
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
王
子
信
用
金
庫
新
田
支
店
/
月

額
2
千
円
/
初
心
者
歓
迎
/
近
藤

登
(
3
9
1
2
)
4
3
8
り
`

☆
油
絵
教
室
(
ひ
ま
わ
り
会
)
　
第

1
・
第
2
月
曜
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
3
0
0円/
大
曽
根

昔
(
3
8
8
7
)
8
7
4
1

☆
易
学
友
の
会
　
月
2
回
火
曜
日
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
/
豊
信
用
組

合
足
立
支
店
/
月
額
1
千
鴎
円
/
渡

辺

昔
(
3
9
6
6
)
6
7
7
3
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区
民
農
園
利
用
者
募
集

募
集
農
園
=
左
表
の
と
お
り
　
期
間
=

平
成
7
年
3
月
初
旬
～
平
成
8
年
2
月

下
旬
　
対
象
=
区
内
在
住
で
耕
作
地
が

な
く
、
園
芸
に
熱
意
の
あ
る
世
帯
　
費

用
1
5
千
円
(
返
還
し
ま
せ
ん
)
　
利

用
条
件
等
―
野
菜
や
草
花
の
栽
培
に
限

り
ま
す
/
農
具
は
、
各
股
園
に
多
少
用

意
し
て
あ
り
ま
す
　
申
込
―
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
す
る
農
園
名
、
世
帯
主
名
、

住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
(
返
信
用
(
ガ
キ
に
も

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
こ
と
)
現
在
利

用
中
の
方
は
、こ
れ
ま
で
の
区
画
番
号

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
6
0歳

以
上
の
方
が
利
用
す
る
世
帯
の
方
は
。

「
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望
」
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
(
一
般
よ
り
当
選
率
が
優
遇

さ
れ
ま
す
)
　
※
同
居
の
場
合
は
、1

世
帯
と
み
な
し
重
複
は
無
効
で
す
　
期

限
I
H
月
1
8日
消
印
有
効
　
公
開
抽
選
=
1
2

月
9
日
、
午
前
9
時
～
正
午
、
中

央
本
町
庁
舎
W一
・
匐
会
議
室
　
申
・
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
農
産
係

〒
圀

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

募 集 区 民 農 園

情 報 コ ー ナ ー

暮らしっく スクール公開講座
「暮らしと 哲学- 私たちのくらしと 哲学」

あまり111桑みのない哲学を気軽
に聴いてみませんか。　日時=12
月8日( 金) 、午後6時30分～8時
30分　 場 所= エ ル ・ ソ フ ィ ア　 対

象= 区 内 在 住 ・ 在 動 の 方　 講 師=

内山 節氏( 哲学者) 　 定員=30
人( 先着順) 　費用= 無 料　申 込=
電 話　申 ・問先= 消費 者センターS3880

―5385

第23 回 足立区合唱コンクール
区 内 の 小 ・ 中 学 校や 地 域 の 合 唱

愛 好 団 体 が 、 美 し い ハ ー モ ニ ー を
競 い 合い ま す 。 心 地 好 い 響き に 、
さ わ や か な 秋 の 一 日を お 楽し み く
だ さ い 。　 日 時=11 月20 日( 日) 、
午 前10 時30 分 開 演　 場 所= 西 新 井
文 化 ホ ー ル( 無 料) 　 内 容= 小 学

校 の部・中学 校の部・一般 の部　審
査員= 真篠 将氏、佐 々木 行綱氏 、
高 橋大 酊氏　特別出演= 神田静子
氏( メゾソプラ ノ独唱)、東 京足 立
少年少女 合唱団　問先= 千 住本庁
舎・文化 振興係
S3882 ―l l l l f f t )

子ど も 会育 成 者セミ ナー

「子ども 会の魅力〝再発見 〟
～子どもをめぐる環境を考える～」

子ども会活動は、子どもを持つ
親だけでなく、地域全体の大人た
ちと子どもとの重要な接点となり
ます。子ども会に対する大人の理
解を深め、活発な活動ができるよ
うに皆さんで考えましょう。　日
時等=▽ 11月27日… 綾瀬プルミエ
▽ 12月4日… 教育研究所いずれ
も午前9時30分～午後4時30分　
対 象== 区 民 の 方　 費 用 ―20C〕円( 軽
食代) 　 申 込= 電 話　 期 限=11 月22

日　 申 ・ 問 先= 千 住 本 庁 舎 ・ 少
年 育 成 係H3882- 1111 ㈹

第7 回あだち
まち づくりフォーラム

日程=11月23日( 祝) 　場所=関
原の森( 旧愛恵学園) 、ギャラクシ
ティ　内容等=c>オープニングセ
レモニー〔関原の森午前10時～

11時〕・‥ まちづくり功労賞等各
種表彰・彫刻除幕式D遊び・ふ
れあいイベント( 関原の森午前
n時) ・・・模擬店・大道芸・煙体験・
起震車等D学びのイベント( ギ
ャラクシティ午後1時30分～4
時30分) ・・・笑劇ディスカッション　

{ コーディネーター・・一戸沼幸市氏　
( 早稲田大学教授) パネリスト

… 高見澤邦郎氏( 東京都立大学教
授) 、杉浦日向子氏( 江戸風俗研究
家) 、国吉直行氏( 横浜市都市デザ
イン室主任調査員) 笑劇出演… 二
ユースペーパー] l >発表イベン

ト( ギャラクシティ) … まちづく
りノi ネル1萇示( 11月20日～23日)
問 先= 実 行 委員 会 事 務 局
ま ち づ く り 課83882 ―1111㈹
ま ち づ く り 公 社H3604- 7762

外国人のための

日 本 料理教 室

「手打ちうどんに挑戦」
日本の料理に興味のある外国人

の方を対象にした料理教室です。

手Γ Υ ちうどんづくりにり匕瞰兌しま　

えいごら● うごくごっうやくつ粤にちす( 英語と中国語の通訳付) 。　日

時=n月20日( 日) 、午前10時～午

後2 時3c 汾　 対 象= 日 本 に お 住　

がいこくじん かた てぃぃん に んま い の 外 国 人 の 方　 定 員
こ20 人(

先 着 順) 　 費 用=500 円( 材 料
ひ6 うしこみ でん わ といあ わせぎき せい
費) 　 申 込= 電 話　 申 ・ 問 先= 青

年 セ ン タ ーS3890 ―0061

女と男のフリースペース

「私の観 てきた
フ ィリピン、ブル ネイ」

東京都女性海外視察団のメンバ
ーとして10月に、フィリピン、ブ
ルネイに派遣された乾雅栄さんを
ゲストに、アキノ前大統領への表
歌訪問など。活躍する女性たちと
の交流や女性開発センター、病院、
大学等の施設の様子などを報告し
ていただきます。　日時=11月18
日( 金) 、午後6時30分～8時30分　
対 象= 区 内 在 住 ・ 在 動 ・ 在 学 の 方
定 員=20 人( 先 着 順) 　 費 用= 無
料　申 込こ 電 話　 場 ・申 ・ 問 先=
女 性 総 合 セ ン タ ー
Q3880 ―5222

女性総合センター
情報資料室の休館

特別整理のためn月14日～18日
まで 休館し ます。ご 協力を お願い
し ます。　問先= 女性 総合センタ
ー03880 ―5222

老 人 会 館
版 画 教 室

年賀状用版画の作り方を学びま
す。　日時=11月24・25日、午前
10時～午後3時( 2日制) 　対象=
60歳 以 上 の区 民 の 方　 定 員=30 人

( 抽 選) 　 費 用= 無 料　 申 込= 直
接 窓 口 また は電 話　 期 限=11 月15
日　 場 ・申 ・問 先= 老 人 会 館
容3859- 9732

障害者( 児)
総合作品展

障害 者の方々の作品を募 築し ま
す。　内容= 絵画・書 道・工 芸・
手芸・ 詩歌などの作品　対 象= 区
内在住 の障害者の方　申 込= 直接
窓口 または郵送　期限=11 月30日
申・問先= 千住本庁舎 ・障 害福祉
課 計画 調整係 〒120千住1 一4- 18S3882- 1111

㈹
□ 作品 展
日時=12月7日～11日、午前9時～

午後5 時　場所= 竹 の塚 障害福
祉館

「 税 に 関 する 作 文 」

の 展 示
区 内 の 中 学 生 を 対 象に 、 足 立 ・

西 新 井 納 税 貯 蓄 組 合 連 合 会 で は 。

毎 年 「税 に 関 す る 作 文 」 を 募 集し
て い ま す。 今 年 の 心 身4 品 の中 か

ら 優 秀 賞 に 入 貢 し た 作 品 を 、区 民
の 皆 さ ん に 広 く 知 っ て い た だく と
同 時 に 、 税 に 対 す る 関 心 が 高 ま る
よ う 展 示 し ま す 。 ぜ ひ 、 お で かけ
く だ さ い 。
展示会場・日程=D綾瀬プルミエ
… n月n日午後～17日正午D中
央冰町庁舎・・・n月14日～25日l >
江北センター・・・11月12日～24日
【 入 賞 作 品( 優 秀 賞) 】 ※ 敬 称 略
[ 足 立 納 税 貯蓄 組 合 連 合 会]

岡 田 依 子( 第 十一 中丿
三 末 葉 月 〔 第 十 六 中 〕
田 中 志 乃( 東綾 瀬 中)
田 村 英 典( 柬 綾 瀬 中)
[ 西 新 井 納 税 貯 蓄 組 合 連 合 会]

菅 井 裕 子( 第 五 中)
小 山 和 香 奈( 第 十 四 中)
安 西 恵 美( 江 南 中)
下 川 ひ と み( 伊 興 中)
問 先= 中 央 本 町 庁 舎 ・ 納 税 課
酋3880- 5101

足立の「昔話を語る」

日時=11月12日( 土) 、午後2時～
3 時30 分　 内 容= 足 立 の 有 名 人

の 墓 石 と 業 績　 講 師= 加藤 敏 夫 氏
( 郷 土 博 物 館 専 門 員) 　 費 用= 無

料　 申 込= 当 日 直 接 会 場 へ　 ※
「昔 話 を 語 る 」 は 、 毎 月 第2 土 曜
日 に 行 っ て い ま す　 場 ・問 先= 郷
土 博 物 館Q3620- 9393

本の
とら ばーゆ

図瞻館の本を再活用していただ
くため、希望者に無料で差し上げ
ます。　日時=n月26・27日、午
前10時～午後4時　場・問先=興
本 図 書 館( 興 野1- 18- 38)
Q3889- 03T0

「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す K. N. H.  240, 000


